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３章　１次関数88教科書p.88 89 教科書p.89３節　１次関数の活用
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表、グラフ、式を活用して、ともなって変わる2つの数量の
関係を調べよう。

右の図の;ABCは、~C=90'の直角三角形です。
点PがBを出発して、秒速 1cmで;ABCの辺上を
C、Aの順にAまで動きます。
　点PがBを出発してから x秒後の;ABPの
面積を ycm2とするとき、点Pが辺BC、CA上を
動くときのxとyの関係を、図や表、グラフ、式に
表して調べましょう。

xの値
あたい
が次の（1）～（3）のときの点Pの位置を図にかき、

そのときのyの値を求めなさい。ただし、図の1めもりは
1cmとします。
（1） x=2　　　　　　　（2）　x=6　　　　　　　（3）　x=8

　　y= 　　　　　　　y= 　　　　　　　y=

xとyの関係を、次の表に整理しなさい。また、下の に
あてはまる数をかき入れなさい。

めあて

問1

問2

yの値が最大となるのは、x=　　　のときである。
また、yの値が0となるのは、x=0のときと、

x= のときである。

x 0 1 2 3

y 0 0
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前ページの表をもとに、xとyの
関係を表すグラフをかきなさい。

これまでに調べたことから、xとyの関係を表す
関数は、次の 2つの場合に分けて考えます。
それぞれの場合について、yをxの式で表しなさい。
ア　点　点Pが辺BC上を動くとき　　イイ　点Pが辺CA上を動くとき

　　y= 　　　　　　　y=
　　　　(0≤x≤ )　　　　　　　　　 ( ≤x≤ )

;ABPの面積が 6cm2になるのは、点PがBを
出発してから何秒後と何秒後ですか。
また、;ABPの面積が 9cm2になるのは、
点PがBを出発してから何秒後と何秒後ですか。
いろいろな求め方を考えて、どのような求め方が
あるか、話し合ってみましょう。

ここでの学習から、関数の表、グラフ、式の
それぞれのよさについてふり返りましょう。
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1 問１では、xの値を具体的に与えることによ
り、;ABPの形をイメージさせ、面積を求めさせる。
時間とともに;ABPの形も変化していくことを視覚的
に捉えさせる。
2 問２では、xと yの関係の表を完成させることに
より、変化の様子が途中で変わることに気付かせる。さ
らに、その表から;ABPの面積 yの値が最大になると
きの時間 xの値を読み取ったり、;ABPの面積 yの値
が 0になるときの時間 xの値を読み取ったりすること
を通して、;ABPの面積の増減をイメージさせたい。
3 問３では、xと yの関係をグラフに表す活動を通
して、xと yの関係は、x=6を境として異なる関数に
連続的に変わることに気付かせる。また、;ABPの面
積の増減について、その変化の大きさをグラフの傾きに
よって考察させたい。

4 問４㋐では、;ABPは底辺を BPとする
と高さがACの三角形である。面積 yは、y=
1
2
*x*4より y=2xとなる。点 Pは辺 BC

上を動くので、xの変域は 0 ≤ x≤ 6である。
5 問４㋑は、点 Pが辺 CA上を動く場合な
ので、;ABPは底辺がAP、高さが BCの三
角形である。
　底辺 APの長さは BC+CAから、点 Pが
移動した分だけひいたものであるから、(10-
x)cmとなる。
　高さBCは 6cmなので、;ABPの面積yは、

y=
1
2
*(10-x)*6より y=-3x+30とな

る。この場合の変域は、点 Pが辺 CA上を動
く間なので、6≤x≤10である。

6 問４は、問３のグラフから 1次関数の式
を求める問題として考えることもできる。グラ
フ上の 2点がわかれば式が求められることや、
比例定数や変域がわかりやすいことなど、グラ
フをかくことのよさをおさえておきたい。
7 問５では、表、グラフ、式のどれを活用す
るかを考えるきっかけにしたい。式から求める
場合には、どちらも xの変域内であることを
確認する必要があることを伝える。
教科書ＱＲコンテンツ
　事象を捉えにくい本課題に対して問題把握
のために p.88のQRコンテンツを活用したい。
p.89のQRコンテンツでは、図、表、グラフ
の関係を変化の様子とともに動的に捉えること
ができる。

問１　（図は縮刷内に記載）
　　（yの値）
　　（1）

 y =
1
2
*2*4 

=4

　　（2）

 y =
1
2
*6*4 

=12

　　（3）

 y =
1
2
*2*6 

=6

問２　（縮刷内に記載）
問３　（縮刷内に記載）
問４　（縮刷内に記載）

問５　（;ABPの面積が6cm2のとき）
　　3秒後と 8秒後
　　　（;ABPの面積が9cm2のとき）

　　 9
2
秒後と 7秒後

　　（求め方）
　・ 問２の表で、y=6、y=9に対応
する xの値を見る。

　　 （ただし、x= 9
2
、y=9は表から

はわからない）
　・ 問３のグラフで、y=6、y=9の
ときの x座標を読む。

　　 （ただし、グラフからは 0≦ x≦
6の変域において、y=9のときの
xの正確な値はわからない）

　・ 問４の㋐、㋑の式に、それぞれ
y=6、y=9を代入し、xの値を
求める。求めた xの値が、それ
ぞれの変域にふくまれることを確
かめる。

問６・表は数が具体的にわかる。
　　・グラフは変化の様子がわかる。
　　・ 式は適切に変域に応じて分けれ

ば、時間と面積がどのような場
合でも関係を表すことができる。
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指導上の留意点指導上の留意点

解答例／反応例 p.89

解答例／反応例 p.88、89

ねらい・学習活動

・ 直角三角形の辺上の点が動いたと
き、頂点と動点を結んでできる三
角形の面積について考察すること
を通して、具体的な事象から２つ
の数量を取り出し、その関係を表、
式、グラフを用いて表現すること
ができるようにする。
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※教師用指導書及び拡大教科書は現在制作中です。記載の構成や内容は予告なく変更する場合があります。

拡大教科書は、弱視の生徒のために、通常の教科書の文字を拡大するとともに、

内容を把握しやすいように写真、図版等を配置し直したものです。

日本文教出版では、全ての小学校・中学校教科で、拡大教科書を発行しています。

朱書編 日々の学習指導をサポートする内容を掲載しています。

資料編

指導や評価、教材研究に関するさまざまな資料です。

テスト編
コピーして使える教材集です。
●理解度テスト

●チャレンジ問題　など

教科書解答編
指導編より詳しい教科書の問題の解答集です。
●各小節〈問〉解答　など

デジタルデータ集

さまざまなデータ類が収録されています。
クラウドで配信するため、多様な機種でのご利用が可能です。
●朱書編デジタルブック

●教科書紙面Word データ

●教科書紙面 PDF データ

●各編に掲載されている資料　など

教師用指導書

拡大教科書

〈全体に関する資料〉
●年間指導計画案

●内容系統表　など

〈章に関する資料〉
●目標

●観点別の評価の例

●指導計画表

●学習指導案（例）　など

PDF データに加え、新たに
Word データもデジタルデータ集
に収録します。

１小節ごとに配布できる
データをデジタルデータ集に
収録します。

巻末の補充問題などを
教科書紙面Word データに
新たに収録します。

New!

New!

《学びに向かう力を育てよう！》の
指導案や評価の例など、
「主体的に学習に取り組む態度」の
評価に役立つ情報を掲載しています。

New!

New!

New!

本資料 p.7

《ねらい・学習活動》
その小節のねらいや学習活動を
示しています。

《解答例／反応例》
解答例や生徒の反応例を
掲載しています。

《教科書紙面縮刷》
表・グラフ・作図などの解答は、
必要に応じて縮刷内に朱書きしています。

《指導上の留意点》
指導上、特に留意するべき点について述べています。
教科書 QR コンテンツについても記載しています。
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「思考・判断・表現」の評価の例
評価 評価の視点

「おおむね満足でき
る」状況（B）

「正方形を a個つくるとき」の問題について、必要な棒の本数を求める正しい図と式を
１通りはかくことができている。

「十分満足できる」
状況（A）

「正方形を a個つくるとき」の問題について、必要な棒の本数を求める正しい図と式を
２通り以上かくことができている。

※単元の導入（教科書p.58-60）を振り返ってアを例示し、それ以外を考えさせることも考えられる。

解答例

「主体的に学習に取り組む態度」の評価の例
評価 評価の視点 生徒の記述例

「おおむね満足でき
る」状況（B）

正方形の問題に取り組み、文字と
式のよさや大切だと思ったことな
どについて振り返りの記述をして
いる。

・文字を使うと、正方形が何個のときでも必要な
棒の本数を式にできることがわかった。
・図をかいて考えることが大切だと思った。
・はじめはわからなかったけれど、友達の説明を
聞いて、左端の１本と３本のまとまりが a個
あるから 1+3aであることがわかった。

「十分満足できる」
状況（A）

複数の方法で考えたり、新しい問
題を作ったりしようとしているな
ど、粘り強い取り組みの様子を見
取ることができる。
また、課題に取り組む前と後での
変容について見取ることができる。

・友達の意見を聞いて、自分と異なる考え方でも
計算すると同じ式になることがわかった。
・正方形を正三角形に変えた新しい問題でも、
「左端の１本と２本のまとまりが a個あるから
1+2a」という同じ考え方を使うことができた。

a個

……

・２通りの方法で考えた式をそれぞれ計算すると
答えがちがったので、まちがいに気づいた。

a個a個

a個a個

4 a - ( a - 1 )1 + 3 a

4 + 3 ( a - 1 )2 a + ( a + 1 )

ア イ

ウ エ

4342




